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         概要 

本資料は、国土交通省総合技術開発プロジェクト「社会環境の変化に対応した

住宅・建築物の性能評価技術の開発」において実施している、住宅性能表示制度

における「音環境に関すること」のうち重量床衝撃音対策に関する評価手法の合

理化を検討するためのデータ取得を目的として、一般社団法人住宅生産団体連合

会の住宅性能向上委員会WG参加事業者の協力を得て収集した非鉄筋コンクリー

ト造住宅における実建物の重量床衝撃音の測定データを集計・分析した結果を取

りまとめたものである。 
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まえがき

近年、社会的ニーズの変化を受けて、住宅の遮音性能に関する取り組みが重要視され

るようになっている。

例えば、「こども未来戦略方針」（令和 5 年 6 月 13 日閣議決定）では、子育て世帯に対

する住宅支援の強化（子育てにやさしい住まいの拡充）の一環として、「こどもの声や音など

の面で近隣住民に気兼ねせず入居できる住まいの環境づくりとして、集合住宅の入居者等

への子育て世帯に対する理解醸成を図る。」ことが謳われている[1]。また、「住生活基本計

画（全国計画）」（令和 3 年 3 月 19 日閣議決定）では、「目標 3 子供を産み育てやすい住

まいの実現」のための基本的な施策として「防音性や省エネルギー性能、防犯性、保育・教

育施設や医療施設等へのアクセスが優れた賃貸住宅の整備」を掲げており、その成果目標

として「民間賃貸住宅のうち、一定の断熱性能を有し遮音対策が講じられた住宅の割合を

H30 年の約 1 割から R12 年までに 2 割にする」ことが謳われている[2]。

また、カーボンニュートラルの実現に向けて、炭素貯蔵効果の高い木材の建築・住宅分

野での積極的な利用が促進されている[2,3]。木造建築物は RC 造建築物よりも遮音性

能が一般的に低く、木造建築物における音環境からみた快適性の向上が課題となっている。

さらに、新型コロナウイルス感染症の拡大等を契機とした働き方改革の推進により、在宅

勤務の導入が進んでおり、在宅勤務時の音環境に対する関心が高まっている。

以上のように、子育てしやすい住環境の実現、カーボンニュートラルの実現への対応、働

き方改革の推進等によるテレワークの普及などの近年の社会環境の変化を踏まえ、遮音性

能の高い住宅を普及させるとともに、消費者の住宅の賃貸・購入選択に資する情報提供の

観点から、遮音性能の合理的な評価の重要性がますます高まってきている。

上記のような認識を踏まえ、国土技術政策総合研究所では、令和 4 年度から実施して

いる国土交通省総合技術開発プロジェクト「社会環境の変化に対応した住宅・建築物の性

能評価技術の開発」の一環として、音環境の合理的な評価手法の開発に取り組んでいる。

本資料は、この研究開発の一環として、「住宅の品質確保の促進等に関する法律」に基

づく住宅性能表示制度の「8. 音環境に関すること」のうち、重量床衝撃音対策の項目につ

いての合理的な評価方法を検討するための基礎資料を得ることを目的として、事業者から

提供を受けた非 RC 造の実建物等の重量床衝撃音データの集計・分析結果を取りまとめ

たものである。

参照

[1] 内閣官房こども未来戦略会議 HP、「こども未来戦略方針」（令和 5 年 6 月 13 日閣議決定）

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kodomo_mirai/pdf/kakugikettei_20230

613.pdf 

(2023 年 9 月 22 日確認) 

[2] 「住生活基本計画（全国計画）」（令和 3 年 3 月 19 日閣議決定）

https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001392092.pdf 

(2023 年 9 月 22 日確認)

[3]「2050 年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略」（令和 3 年 6 月 18 日策定）

https://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/global_warming/ggs

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kodomo_mirai/pdf/kakugikettei_20230613.pdf
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kodomo_mirai/pdf/kakugikettei_20230613.pdf
https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001392092.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/global_warming/ggs/pdf/green_honbun.pdf
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1. 本資料の目的・意義

本資料の目的は、これまで横断的に収集・分析されていなかった各住宅事業者が供給す

る非 RC 造住宅の実建物等の床衝撃音遮断性能の実態を明らかにすることである。

本資料にデータを記録し、公表することの意義は次の 3 点である。

① 「住宅の品質確保の促進等に関する法律」に基づく住宅性能表示制度の「8. 音環

境に関すること」は新築住宅については選択表示事項に位置づけられているが、既

存住宅については表示事項となっていないため、性能の等級分布を把握することは

できない。このため、今後、既存住宅の音環境（遮音対策）に関する性能表示のあり

方や性能の評価手法を検討するうえで、実建物の床衝撃音遮断性能の実態を把握

することは有用であると考えられる。

② 重量床衝撃音遮断性能の測定方法は、JIS A 1418-2：2019「建築物の床衝撃音

遮断性能の測定方法－第 2 部：標準重量衝撃源による方法」において規定されてお

り、従来から使用されてきた子どもの飛び跳ね等を想定したタイヤ衝撃源と、2000

年から新たに規定されるようになったゴムボール衝撃源の 2 種類の異なる衝撃源が

規定されている。この理由について、JIS A 1418-2：2000 の解説において、「旧規

格の規定による衝撃源（自動車用タイヤの落下）を用いる方法は、衝撃力の面から

みると標準的な鉄筋コンクリート造建物などの測定には適しているが、木質系・鉄骨

系などの軽量建物などでは衝撃力が過大となることが多く、場合によっては床構造

を破損する恐れもあるなどの理由から、比較的小さい衝撃力を有する標準重量衝

撃源の開発が望まれていたため」と説明されている。ゴムボール衝撃源に相当する

衝撃力特性(2)の標準重量衝撃源は非 RC 造の軽量建物で特に問題となる歩行時

の衝撃特性への親和性の高い測定方法と考えられるが、住宅性能表示制度の評価

方法基準では、タイヤ衝撃源に相当する衝撃力特性(１) の標準重量衝撃源が適用

されている。また、非 RC 造の軽量建物（新築住宅）では音環境に関する事項を選択

する住宅が極めて少ないため、衝撃力特性(１) の標準重量衝撃源を適用した場合

の性能等級分布を把握することも難しい。このため非 RC 造の軽量建物について、

衝撃力特性(2)の標準重量衝撃源を適用した場合の実際の床衝撃音遮断性能の

実態を把握することは、多様な住宅への住宅性能表示の普及方策を検討する上で

有用であると考えられる。

③ これまでタイヤ衝撃源を用いた評価指標として L 値・L 数が一般的に用いられてい

る。一方、同評価基準が規定されている JIS A 1419-2:2000 では、最大 A 特性

音圧レベルの評価等も示されているが、これまであまり使用されていないのが実態

である。しかし、最大 A 特性音圧レベルによる評価は人間の聴感との対応が良いと

報告されていることをはじめとして、有用な評価指標となりうる可能性がある。その

ため、本資料では、ゴムボール衝撃源を使用した場合の L 値、Lr 数、最大 A 特性音

圧レベル、合成 A 特性音圧レベルの 4 つの評価指標間の比較検討を示している。

これはこれまでにあまり類を見ない貴重なデータセットであると考えられる。
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2. データの収集方法および収集内容

（１）データの収集方法

本資料において使用したデータは、一般社団法人住宅生産団体連合会の住宅性能向上

委員会 WG に参加している事業者から収集したものである。

2023 年 6 月 9 日に開催された上記委員会 WG においてデータ提供を依頼し、データ

を収集するためのテンプレートを配布した（データ提出の締め切りは2023年8月10日）。

また後日、改めてデータ提供の依頼を公文書の発出により行った。

図 1 に発出した公文書を示す。また、図 2 にデータ収集のためのテンプレート（Excel 形

式）を示す。テンプレートの黄色セル部分にデータを記載する形でのデータ提供を求めた。

（２）データの収集内容

収集したデータは、実建物等の重量床衝撃音遮断性能の測定データであり、JIS A 

1418-2：2019「建築物の床衝撃音遮断性能の測定方法－第 2 部：標準重量衝撃源によ

る方法」の附属書 A に規定されている標準重量衝撃源のうち、附属書 B.3 に規定されて

いるゴムボール衝撃源（RION 社製 YI-01）を使用して、衝撃力特性(2)を実現する方法

で測定したデータである。

具体的には、次のデータを収集した。

⚫ 加振点ごと、受音点ごと、周波数ごと（16Hz から 4000Hz まで）の重量床衝撃音レ

ベル

⚫ 測定対象室の大きさ等

⚫ マイクロホンの位置

⚫ 加振位置

⚫ 加振対象スラブの大きさ

（３）収集したデータ数

合計 9 社（旭化成ホームズ株式会社、住友林業株式会社、積水化学工業株式会社、積

水ハウス株式会社、大和ハウス工業株式会社、トヨタホーム株式会社、パナソニック ホー

ムズ株式会社、ミサワホーム株式会社、三井ホーム株式会社）から 146 件のデータを収集

した。このうち 22 件については実験住宅や展示場等での測定データであるが、残響室床

開口部の試験結果は含まれていない。

収集データの構造の内訳は、建築着工統計の構造分類に基づくと、鉄骨造（重量・軽量・

その他鉄骨造を含む）が 110 件、木造が 36 件である。



6

図 1 データ提供の依頼のために発出した公文書
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図 2 データ提供のためのテンプレート （ダミーデータの入力あり）
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３．分析の内容

ゴムボール衝撃源を使用した場合の収集データをもとに、床衝撃音遮断性能の衝撃力特

性（2）を表す L 値（Li,Fmax,r,H(2)）および Lr 数を計算し、その分布特性を分析する。

また、日本建築学会編「集合住宅の遮音性能・遮音設計の考え方」の「第Ⅱ部 集合住

宅遮音性能の測定」の 4.4(7)2)の a)および b)に規定されている重量 A 特性床衝撃音

レベルを表す最大 A 特性音圧レベル（LiA,Fmax）および合成 A 特性音圧レベル

（LiA,Fmax,c(A,oct)）を計算し、その分布特性を分析する [A]。

なお、各指標の説明については、表１に示す。

表 1 床衝撃音遮断性能の衝撃力特性（2）を表す各指標の説明

指標 説明

L 値

（Li,Fmax,r,H(2)） 

JIS A 1418-2:2019 の附属書 A に規定されている衝撃力

特性（2）をもつ標準重量床衝撃源により、上階床スラブを加

振し、下階の床衝撃音レベルを 63 Hz〜500 Hz 帯域のオ

クターブバンド帯域を測定した値に対し、JIS A 1419-2 の

附属書 1 に規定されている L 曲線（逆 A 特性）をあてはめた

5 dB 間隔の評価結果をいう。

Lr 数 L 値の評価結果を 1 dB 間隔で評価したものをいう。

本報では、四捨五入せず、小数点以下第一位まで表示した。

最大 A 特性音圧レベル

（LiA,Fmax）

JIS A 1418-2:2019 の附属書 A に規定されている衝撃力

特性（2）をもつ標準重量床衝撃源により、上階から直下の下

階を加振した際の床衝撃音レベルを騒音計の周波数重み付

け特性 A を通して測定される床衝撃音の測定結果をいう。

合成 A 特性音圧レベル

（LiA,Fmax,c(A,oct)）

JIS A 1418-2:2019 の附属書 A に規定されている衝撃力

特性（2）をもつ標準重量床衝撃源により、上階床スラブを加

振し、下階の床衝撃音レベルに対し、周波数重み付け特性 A

を通して測定された 31.5 Hz〜500Hz 帯域における A 特

性重み付けオクターブバンド音圧レベルのバンド合成値をい

う。
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４．分析結果

ゴムボール衝撃源を使用した場合の L 値（Li,Fmax,r,H(2)）、Lr 数、最大 A 特性音圧レベル

（LiA,Fmax）および合成 A 特性音圧レベル（LiA,Fmax,c(A,oct)）の分析結果を以下に示す。

各指標の要約統計量を表 2 から表 5 に示している。要約統計量には 7 つの項目を示し

ており、各項目の説明は次のとおりである。

 算術平均：データの集まりの中心的な傾向を示す。

 標準偏差：データが平均値の周りにどれだけ広がっているかを示している。この値が

大きいほど、データの分布が広がっていることを意味する。

 最小値：観測されたデータの中で最も小さい値を示す。

 25%値（第一四分位数）：全データのうち 25%がこの値以下であることを示す。

 50％値（中央値、第二四分位数）：データの中心的な値を示す。また、分布の山の部

分を示す。

 75%値 (第三四分位数)：全データのうち 75%がこの値以下であることを示す。

 最大値：観測された最も大きい値を示す。

また、各指標のデータの分布・統計量を図 3 から図 6 に示している。いずれの図もバイ

オリン図とスウォームプロットを表示している。

バイオリン図（カーネル密度推定（KDE）を線対称にプロットしたもの）ではデータの中央

値を示す白丸と四分位範囲が示されており、データの全体的な分布の形を捉えることを目

的としている。

スウォームプロットを補助的に描くことで、各データポイントの実際の位置やクラスタリン

グを確認することを目的としている。

これら二つのプロットを組み合わせることで、データの分布の詳細と、個々のデータポイ

ントの位置を同時に視覚的に理解することが可能となる。
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（１）Ｌ値（Li,Fmax,r,H(2)）の分析結果

Li,Fmax,r,H(2)の要約統計量を表 2 に、分布・統計量（バイオリン図およびスウォームプロッ

ト）を図 3 に示す。

Li,Fmax,r,H(2)のデータは 40 から 75 の範囲に分布しているが、25%値、中央値ともに 50、

平均値は 52.9 であり、標準偏差は 7.6 である。また、75％値も 55 であり、データの大

半が 50～55 あたりに集中しているといえる。図２のバイオリン図をみても分布の山となる

部分は、Li,Fmax,r,H(2)-50 である。

最大値は 75、最小値は 40 であり、最も性能が高い値は Li,Fmax,r,H(2)-40、最も性能が

低い値は Li,Fmax,r,H(2) -75 であった。

表２ Li,Fmax,r,H(2)の要約統計量     単位：―

算術平均 標準偏差 最小値
25%値

(第一四分位数)

50%値

（中央値）

75%値

(第三四分位数)
最大値

52.9 7.6 40 50 50 55 75

Li,Fmax,r,H(2)

図 3 Li,Fmax,r,H(2)（Ｌ値）の分布・統計量
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（２）Lr 数の分析結果

Lr 数の要約統計量を表 3 に、分布・統計量（バイオリン図およびスウォームプロット）を図

4 に示す。

Lr 数のデータは最小値 38.7 から最大値 72.4 の範囲に分布しているが、平均 52.4 

を中心に、標準偏差 7.4 の範囲でばらつきがあることが確認できた。また、25％値が

47.3、中央値が 51.7、75％値が 56.6 と、25％値と 75％値の差が小さく、データの分

布が値の低い方（床衝撃音遮断性能の良い側）に偏りがあることが示される。

図２のバイオリン図をみても 50～55 に分布の山となる部分がある。

表 3  Lr 数の要約統計量     単位：―

算術平均 標準偏差 最小値
25%値

(第一四分位数)

50%値

（中央値）

75%値

(第三四分位数)
最大値

52.4 7.4 38.7 47.3 51.7 56.6 72.4

Lr 数

図 4 Lr 数の分布・統計量
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（３）最大 A 特性音圧レベル（LiA,Fmax）の分析結果

LiA,Fmax の要約統計量を表 4 に、分布・統計量（バイオリン図およびスウォームプロット）

を図 5 に示す。なお、本データのみ、提供がなかった 31 件のデータを除き、計 115 件のデ

ータから算出している。

平均値は 52.8 dB、中央値は 52.3 dB と非常に近く、25％値は 48.9 dB、75％値は

55.5 dB であり、標準偏差は Li,Fmax,r,H(2)や Lr 数と比較して小さい 4.8 dB となっている。

このことから、LiA,Fmax のデータは外れ値や大きな変動が少なく、中央値付近に集中してい

るといえる。

一方で、図 5 のバイオリン図にも示されているように、双峰性の分布特性を示しており、

データ内に 48 dB あたりに集中するグループと、55 dB あたりに集中するグループの 2

つの異なるグループが存在することを示している。

なお、日本建築学会編「集合住宅の遮音性能・遮音設計の考え方」では重量床衝撃音の

最も性能の良い基準は BA-40 とされているが、本データセットの最小値は 45.5 dB で

あった。収集したデータの範囲内では、LiA,Fmaxの評価において最良の水準を確保できてい

るものがなかったことを示している。

表 4  LiA,Fmax の要約統計量    単位：dB

算術平均 標準偏差 最小値
25%値

(第一四分位数)

50%値

（中央値）

75%値

(第三四分位数)
最大値

52.8 4.8 45.5 48.9 52.3 55.5 66.7

Li,AFmax

図 5  LiA,Fmax の分布・統計量

dB
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（４）合成 A 特性音圧レベル（LiA,Fmax,c(A,oct)）の分析結果

LiA,Fmax,c(A,oct)の要約統計量を表 5 に、分布・統計量（バイオリン図およびスウォームプロ

ット）を図 6 に示す。

LiA,Fmax,c(A,oct)のデータの平均値は 54.8 dB となっており、この値は中央値と同じであ

るが、標準偏差は 6.5 dB であり、Li,AFmax のデータと比較するとデータのばらつきはやや

大きいことが窺える。最大値は 72.6 dB であり、これは Lr 数や Li,AFmax よりも大きい。一

方、最小値は 44.2 dB で、25％値の 49.9 dB との差は比較的小さいことから、データの

下位 25%がこの範囲に密集している。

これらのことから、LiA,Fmax,c(A,oct)の測定値は、Li,AFmax の測定値に比べて、広範囲の分布

形状となっており、Lr 数の分布と比較的傾向が似ていることが示される。ただし、Lr 数では

50～55dB に分布の山がくるのに対し、LiA,Fmax,c(A,oct)では 55dB 以上が分布の山となる

など、異なる特性も持っている。

表 5  LiA,Fmax,c(A,oct)の要約統計量    単位：dB

算術平均 標準偏差 最小値
25%値

(第一四分位数)

50%値

（中央値）

75%値

(第三四分位数)
最大値

54.8 6.5 44.2 49.9 54.8 57.4 72.6

図 6  LiA,Fmax,c(A,oct)の分布・統計量

LiA,Fmax,c(A,oct)

dB
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５．まとめ

本資料では、住宅事業者から提供されたデータの分析により、非 RC造住宅の実建物等

における床衝撃音遮断性能の実態について明らかにした。

分析により得られた結果は次のとおりである。

① 合成 A 特性音圧レベル（LiA,Fmax,c(A,oct)）の場合、最大Ａ特性音圧レベル（LiA,Fmax）に

比べて最小値が小さくなり、双峰性の有無をはじめとして、分布の傾向が異なって

いた。このことは、（人間の聴感との対応が良いと）騒音計の周波数重み付け特性 A

を通して測定する指標内においても、算出方法の違いによって結果が異なることを

示しており、性能等級にも違いが生じる可能性があることが示された。

② 最大Ａ特性音圧レベル（LiA,Fmax）とそれ以外の 3 つの評価指標とでは、分布の傾向

が異なっていた。LiA,Fmax は他の 3 つの指標に比べ最大値と最小値の差が小さくな

っていることから、測定の安定性が高い可能性が示された。

なお、本研究の用いたデータは、大手 9 社の住宅事業者から提供されたデータであるた

め、全数調査や統計的信頼度の高い標本調査とは異なり、住宅ストックの全体的傾向を必

ずしも示しているものではないことに留意が必要である。

ただし、非 RC 造住宅（実建物等）の重量床衝撃音遮断性能について、各住宅事業者の

実測データを横断的に収集し、これまでにほとんど扱われてこなかったゴムボール衝撃源

を使用した場合の L 値（Li,Fmax,r,H(2)）、Lr 数、最大 A 特性音圧レベル（LiA,Fmax）および合成

A 特性音圧レベル（LiA,Fmax,c(A,oct)）の 4 つの評価指標間のデータの比較検討結果を示す

ことができた点で、有用な成果であると考えられる。重量床衝撃音遮断性能の合理的な評

価方法を検討するための基礎資料として活用していきたい。

また今後、引き続きデータの収集に努め、加振源ごとの比較、鉄骨造と木造の比較など、

重量床衝撃音遮断性能のより詳細な分析を行っていく予定である。
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